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■表紙解説

スイッチョ（部分） 立田英山作（人間禅道場、

市川、註：古稀翁（心経茶碗）。昭和37年９月４
日撮影）／耕雲庵立田英山作品集『笑うに堪えた

り 悲しむに堪えたり』より。

耕雲庵老師は人間禅教団第一世総裁。俳人（俳号：幽石）

であり、句集に『句津籠』（正・続・続々）があります。

また、有楽流の茶道を嗜まれる茶人でもありました。老
う ら く たしな

師のお茶にちなむ俳句を中心にご紹介いたします。

泥団を弄して我に暑さなし 「茶碗造り」（昭28）

牡丹活けて大服がよし平茶碗 （昭30）

窯を出し皿さわやかに発色す 「耕雲窯」（昭30）
はっしょく

白玉椿やほのぼの立ちしけさのお茶

「次女に男児生る」（昭32）

陶窯の火口閉づるや風薫る （昭37）
すえがま

お点前の手に秋の蚊や螫しもせで （昭43）
さ

釜音の寂けき奥や残る虫 （昭43）

わが蚊帳に一夜明かせしすいと哉

すいと：スイッチョ（昭44）

若水や独り寂かに青茶筅 （昭49）
ちゃせん

囀りや茶筅振る手のおのづから （昭49）
さえず


